
「
そ
れ
何
の
意
味
あ
る
ん
す

か
？
」

　

最
近
の
若
い
医
者
は
よ
く

こ
ん
な
風
に
ぐ
ち
を
こ
ぼ
し

ま
す
。ス
マ
ー
ト
で
、無
駄
が

な
く
、要
領
が
い
い
。し
か
も

カ
ッ
コ
い
い
。
慶
應
医
学
部

の
新
人
君
た
ち
は
、
ま
る
で

ア
イ
ド
ル
の
よ
う
で
す
。
で

も
、無
駄
の
な
か
に
、も
し
か

し
た
ら
、
真
理
が
ま
ぎ
れ
こ

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

わ
た
し
が
、
東
電
病
院
の

地
下
で
動
物
実
験
に
汗
を
流

し
て
い
た
こ
ろ
、
失
敗
の
連

続
で
路
頭
に
迷
い
、
研
究
を

放
擲
し
か
け
た
と
き
、
ふ
と

立
ち
寄
っ
た
東
急
ハ
ン
ズ
で

日
用
品
工
作
の
機
械
を
み
か

け
て
、
た
め
し
に
使
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
奇
跡
的
に
手
術

が
上
手
く
い
っ
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
王
道
で
な
く
路
地

裏
に
い
く
と
道
が
ひ
ら
け
る

こ
と
だ
っ
て
あ
る
わ
け
で

す
。

　

た
と
え
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞
。

受
賞
者
に
は
、
少
年
時
代
、

原
っ
ぱ
で
泥
ん
こ
に
な
っ
て

駈
け
回
っ
た
経
験
者
が
と
て

も
多
い
そ
う
で
す
。
正
攻
法

だ
け
で
は
、
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
あ
る
。
臨
床
も
研
究

も
し
か
り
。
い
ち
ど
は
挫
折

し
、
惨
憺
た
る
結
果
に
陥
っ

て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
泥
臭

さ
、要
領
の
悪
さ
は
、ど
ん
な

時
代
の
医
者
に
も
必
要
な
資

質
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
か
ね
が
ね
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト

だ
な
、
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
い
ま
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
凍
り
つ
い
た
と
し
て

も
、
図
書
館
に
し
ら
べ
に
行

く
必
要
は
な
い
。
語
り
か
け

れ
ば
、
そ
の
場
で
、
た
ち
ま

ち
ス
マ
ホ
の
小
さ
な
ポ
ケ
ッ

ト
が
答
を
お
手
軽
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
す
。

　

早
く
て
正
確
、
お
ま
け
に

無
駄
が
な
い
。
し
か
も
ポ
ケ

ッ
ト
の
中
味
は
無
限
。
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
、

こ
う
し
た
流
れ
が
進
化
な
の

か
退
化
な
の
か
、
私
に
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
要
領

を
追
い
か
け
る
あ
ま
り
、
タ

フ
な
こ
と
を
さ
け
、
無
駄
を

や
ら
ず
、
い
な
か
へ
の
異
動

も
嫌
い
、
地
方
の
関
連
病
院

が
弱
体
化
す
る
と
い
う
よ
う

な
傾
向
は
、
慶
應
医
学
部
に

と
っ
て
、
あ
ま
り
い
い
道
行

き
で
は
な
い
よ
う
に
私
に
は

思
え
ま
す
。
地
方
で
数
十
年

臨
床
を
続
け
て
き
た
ア
ナ
ロ

グ
医
者
か
ら
、
秀
才
君
た
ち

へ
一
言
。

　

「
偏
さ
値
」
だ
け
で
は
な

く
、

　

「
変
さ
値
」
も
大
切
で
す

よ
。

（
稲
城
市
立
病
院

�

清
水
健
太
郎　

70
回
）
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令和4年度三四会奨励賞受賞者
 臨床分野
１．内山　清貴（腎臓内分泌代謝内科学　91回）
 　「�Home-based�aerobic�exercise�and�resistance�training�

for�severe�chronic�kidney�disease:�a�randomized�
controlled�trial」

 基礎分野
２．紅林　　泰（病理学　90回）
 　「�肝細胞癌における腫瘍免疫・血管微小環境の組織病理

学的・分子生物学的解析ならびに新規分類の確立」
3．小川　　護（眼科学　90相当）
 　「�眼表面の恒常性維持における脂質代謝制御機構の解明」
４．森川　　麗（消化器内科学　89相当）
 　「��Role�of�CC�chemokine�receptor�9�in�the�progression�

of�murine�and�human�non-alcoholic�steatohepatitis」
５．河合　桃太郎（整形外科学　93回）
 　「�Long-term�selective�stimulation�of� transplanted�

neural�stem/progenitor�cells� for�spinal�cord� injury�
improves�locomotor�function」

６．貞廣　威太郎（循環器内科学　86回）
 　「心臓幹細胞による心臓再生法の開発」
７．村上　紘一（血液内科学　90回）
 　「�A�RUNX-CBFβ-driven�enhancer�directs�the�Irf8�

dose-dependent� lineage�choice�between�DCs�and�
monocytes」

８．髙野　哲也（生理学　87相当）
 　「�Chemico-genetic�discovery�of�astrocytic�control�of�

inhibition�in�vivo」

令和４年度 令和４年度 三四会定例評議員会開催三四会定例評議員会開催
　

令
和
４
年
６
月
11
日

（
土
）、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
東
校
舎
講
堂
で
令
和
４
年

度
三
四
会
定
例
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
も
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
蔓
延
下
で
あ
る

こ
と
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な

っ
た
。

　

評
議
員
総
数
は
２
３
５
名

で
、
委
任
状
提
出
１
０
７

名
、
当
日
の
参
加
者
は
現
地

・
リ
モ
ー
ト
参
加
を
あ
わ
せ

て
64
名
で
あ
り
、
評
議
員
会

の
成
立
が
確
認
さ
れ
た
。
評

議
員
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な

っ
て
３
回
目
で
あ
る
が
、
今

回
は
登
録
さ
れ
た
リ
モ
ー
ト

参
加
者
を
当
日
参
加
と
認

め
、
各
議
案
に
つ
い
て
リ
モ

ー
ト
に
て
賛
否
を
入
力
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

長
倉
和
彦
議
長
（
55
回
）

に
よ
る
開
会
宣
言
に
続
き
、

令
和
３
年
度
物
故
会
員
１
２

３
名
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
武
田
純

三
三
四
会
長
（
52
回
）
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。
６
月
10
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
北
里
記

念
式
典
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19

の
た
め
今
年
も
中
止
に
な
っ

た
。
こ
の
５
月
に
は
新
病
院

の
完
成
式
が
行
わ
れ
、
6
月

に
は
新
病
院
棟
建
設
に
伴
う

外
構
工
事
も
完
工
し
、
新
し

い
病
院
正
門
が
完
成
し
た
。

三
四
会
員
の
皆
様
の
支
援
に

感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
塾
職
員
と
学
生
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
協
力
い
た
だ
い
た
三
四
会

員
に
塾
長
か
ら
の
謝
辞
が
あ

っ
た
と
説
明
さ
れ
た
。
三
四

会
百
年
記
念
事
業
と
し
て
、

慶
應
義
塾
大
学

病
院
・
三
四
会

・
慶
應
医
学
会

１
０
０
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
昨
年
9
月
に

無
事
開
催
さ
れ

た
。
他
に
三
四

会
百
年
史
を
刊

行
し
、
名
簿
も

新
し
い
デ
ザ
イ

ン
で
発
行
し

た
。
今
後
、
三

四
会
の
評
議
員

会
、
理
事
会
の

開
催
、
会
員
の

管
理
な
ど
、
運

営
に
関
し
て
多

方
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

強
化
に
努
め
た

い
と
述
べ
ら
れ

た
。

　

第
１
号
議
案

で
あ
る
令
和
３

年
度
事
業
報
告

が
古
梶
清
和
副

会
長
（
63
回
）
よ
り
行
わ
れ

た
。
会
員
数
は
９
０
９
２
名

（
他
大
学
出
身
者
２
９
３
１

名
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
他

大
学
出
身
者
の
三
四
会
入
会

が
激
減
し
て
お
り
、
昨
年
は

ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
通
常
の
三

四
会
事
業
に
関
し
て
は
例
年

通
り
行
わ
れ
た
。
三
四
会
百

年
記
念
事
業
で
、
三
者
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
医
学
部
新

聞
の
縮
刷
版
、
百
年
史
、
記

念
品
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。

　

連
合
三
田
会
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
と
な
っ
た
が
、
卒
後
50
年

の
会
員
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

に
招
待
さ
れ
た
。
白
衣
式
は

行
わ
れ
た
が
、
家
族
の
参
加

は
見
送
ら
れ
、
謝
恩
会
は
開

催
さ
れ
な
か
っ
た
。
卒
業
記

念
品
と
し
て
特
製
サ
ー
モ
タ

ン
ブ
ラ
ー
を
贈
呈
し
た
と
報

告
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
で
あ
る
令
和

３
年
度
会
計
決
算
報
告
が
渡

辺
真
純
副
会
長
（
64
回
）
よ

り
行
わ
れ
た
。
収
入
は
例
年

と
大
き
な
差
は
な
か
っ
た

が
、
会
費
収
入
は
予
算
を
や

や
上
回
っ
た
。
名
簿
発
行
年

で
広
告
収
入
が
多
か
っ
た
。

大
き
な
支
出
と
し
て
は
、
名

簿
発
行
費
用
が
あ
っ
た
が
、

予
算
を
下
回
る
費
用
で
刊
行

で
き
た
。
今
年
度
の
み
の
支

出
と
し
て
三
四
会
百
年
事
業

が
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
費
用
は
三
者
の
案
分
で

負
担
し
た
。
記
念
品
等
に
つ

い
て
、
持
ち
出
し
経
費
は
な

か
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
一
般
会
計
は

約
１
０
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
た
が
、
予
算
案
よ
り
縮

小
し
た
。
特
別
会
計
（
赤
倉

山
荘
、
三
四
会
館
建
設
、
医

学
部
援
助
金
）
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
変
動
は
な
か
っ

た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
あ
る
財
産

目
録
、
会
計
事
務
処
理
並
び

に
財
産
管
理
監
査
報
告
が
松

本
純
夫
監
事
（
52
回
）
に
よ

り
行
わ
れ
た
。
会
計
及
び
会

計
以
外
の
業
務
が
、
法
令
お

よ
び
定
款
に
従
い
適
正
に
行

わ
れ
た
と
監
査
報
告
さ
れ

た
。

　

第
1
〜
3
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
質
疑

は
な
く
、
議
決
の
結
果
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案
で
あ
る
令
和

４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
が

島
﨑
美
奈
子
副
会
長
（
61

回
）
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
事

業
内
容
は
例
年
通
り
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
こ
と
の
他
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
で

2
年
間
開
催
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
支
部
会
を
何
ら
か
の
形

態
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
他
、
三
四
会
員

の
研
究
ビ
デ
オ
を
三
四
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
員
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

あ
た
り
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
と
す
る
よ
う

検
討
中
で
あ
る
と
、
宮
川
義

隆
理
事
（
70
回
）
よ
り
説
明

が
あ
っ
た
。

　

第
４
号
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
た
。
質
疑
は
な

く
、
議
決
の
結
果
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
で
あ
る
令
和

４
年
度
会
計
予
算
（
案
）
が

渡
辺
真
純
副
会
長
（
64
回
）

よ
り
提
案
さ
れ
た
。
収
入
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
例
年
通
り

の
予
算
と
し
た
。
支
出
は
、

百
年
記
念
関
連
事
業
費
と
名

簿
関
連
費
用
は
な
く
な
っ
た

が
、
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
の
更
新
費
用
と
し
て
４
５

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

黒
字
予
算
で
は
あ
る
が
、
名

簿
発
行
年
で
は
な
い
過
去
の

予
算
と
比
べ
て
、
黒
字
幅
は

縮
小
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ

た
。

　

第
５
号
議
案
に
関
す
る
審

議
が
行
わ
れ
た
。
質
疑
は
な

く
、
議
決
の
結
果
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

三四会奨励賞を受賞した8人の若手研究者たち

第
１
２
７
回
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
免
疫
異
常
が
も
た
ら
す

 

全
身
性
免
疫
・
炎
症
疾
患
」

金
子　

祐
子（
76
回
）

内
科
学
教
室（
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
）教
授

　

２
０
２
２
年
６
月
25
日
に

第
１
２
７
回
生
涯
教
育
研
修

セ
ミ
ナ
ー
「
免
疫
異
常
が
も

た
ら
す
全
身
性
免
疫
・
炎
症

疾
患
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
で
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
総
計
１
６
５
名
の
先
生

方
に
ご
参
加
頂
き
大
盛
況
の

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
免
疫
は
非
自
己
に
対

す
る
防
御
機
構
で
す
が
、
何

ら
か
の
原
因
で
こ
の
精
巧
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
狂
い
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
免
疫

異
常
を
基
盤
と
す
る
全
身
性

疾
患
は
、
大
き
く
自
己
抗
体

や
自
己
反
応
性
リ
ン
パ
球
が

存
在
す
る
自
己
免
疫
疾
患

と
、
遺
伝
子
変
異
を
背
景
と

し
て
感
染
や
自
己
免
疫
不
在

で
炎
症
を
き
た
す
自
己
炎
症

疾
患
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
近

年
こ
れ
ら
疾
患
の
病
態
解
明

が
進
み
、
診
断
・
治
療
な
ど

診
療
が
目
覚
ま
し
く
進
歩
し

て
お
り
、本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

日
本
を
代
表
す
る
３
名
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
に
ご
登
壇
頂
い

て
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
一
席
目
は
、
鈴
木
勝
也

先
生
（
内
科
学
教
室
（
リ
ウ

マ
チ
・
膠
原
病
）
准
教
授
、

75
回
）
よ
り
「
リ
ウ
マ
チ
・

膠
原
病
診
療
の
進
歩
」
に
つ

い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
膠
原
病
は

全
身
性
自
己
免
疫
疾
患
の
代

表
的
難
病
で
す
が
、
各
疾
患

病
態
で
鍵
と
な
る
炎
症
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
や
免
疫
細
胞
表

面
抗
原
を
直
接
的
に
阻
害
す

る
抗
体
医
薬
や
低
分
子
化
合

物
が
開
発
さ
れ
、
患
者
予
後

が
著
明
に
改
善
し
た
こ
と
を

お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
寛
解
を
維
持
し
な
が
ら

薬
剤
減
量
や
中
止
が
試
み
ら

れ
る
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
大

き
な
福
音
を
も
た
ら
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

第
二
席
目
は
、
川
上
純
先

生
（
長
崎
大
学
大
学
院
医
歯

薬
学
総
合
研
究
科
先
進
予
防

医
学
共
同
専
攻　

リ
ウ
マ
チ

・
膠
原
病
内
科
学
分
野
教

授
）
か
ら
、「
成
人
の
自
己

炎
症
性
疾
患
の
診
断
・
治
療

・
進
歩
」
と
題
し
て
、
新
し

い
疾
患
概
念
で
あ
る
自
己
炎

症
疾
患
に
つ
い
て
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。
自
己
炎
症
疾
患

は
遺
伝
子
変
異
ま
た
は
多
型

を
背
景
と
し
て
周
期
的
に
発

熱
す
る
疾
患
群
で
、
代
表
格

で
あ
る
家
族
性
地
中
海
熱

は
、
16
番
染
色
体
の
Ｍ
Ｅ
Ｆ

Ｖ
遺
伝
子
のexone10

変
異

が
炎
症
経
路
イ
ン
フ
ラ
マ
ソ

ー
ム
を
抑
制
す
る
パ
イ
リ
ン

に
異
常
を
も
た
ら
し
ま
す
。

日
本
で
はexon10

以
外
の
変

異
に
よ
る
患
者
が
多
い
こ

と
、IL-6

を
抑
制
す
る
抗
体

医
薬
が
奏
効
す
る
可
能
性
、

そ
し
てmultiomix

解
析
に

よ
っ
て
自
己
免
疫
・
自
己
炎

症
疾
患
に
対
す
るprecision�

medicine

実
現
が
目
前
ま
で

き
て
い
る
こ
と
ご
教
授
頂
き

ま
し
た
。

　

第
三
席
目
は
、
近
藤
泰
先

生
（
内
科
学
教
室
（
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
）
助
教
、
88

回
）
か
ら
「
リ
ウ
マ
チ
学
か

ら
見
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19�

〜
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
、

ワ
ク
チ
ン
と
免
疫
応
答
〜
」

に
関
し
て
膠
原
病
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
の
類
似
性
を
免
疫

反
応
の
観
点
か
ら
説
明
し
、

慶
應
義
塾
病
院
で
は
病
院
一

丸
と
な
っ
て
未
曽
有
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
戦
い
、
特
に
早

期
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に

ス
テ
ロ
イ
ド
や
抗
サ
イ
ト
カ

イ
ン
薬
を
積
極
使
用
し
て
高

い
生
存
率
が
得
ら
れ
た
こ
と

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
免
疫
抑
制
療
法

患
者
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
国
際
医
学
研
究
会

（International�Medical�
Association

：
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
は

45
年
間
に
渡
り
、
南
米
を
訪

ね
て
「
医
の
原
点
」
を
実
体

験
す
る
活
動
を
継
続
し
て
き

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
海
外
渡
航
が
叶
わ
ず
、
前

例
の
な
い
状
況
で
Ｉ
Ｍ
Ａ
第

44
次
派
遣
団
（
医
学
部
１
０

１
回
生
）
は
２
０
２
１
年

夏
、
38
日
間
の
国
内
活
動
を

静
岡
県
浜
松
市
、
長
崎
県
対

馬
市
、
沖
縄
県
粟
国
島
で
実

施
し
た
。
団
員
吉
岡
佑
士

郎
、
佐
藤
永
規
、
酒
井
冴

南
、
団
長
山
岸
敬
幸
先
生

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
小

児
科
学
教
室
教
授
）
に
よ
る

活
動
記
録
を
記
す
。

　

日
本
最
大
の
ブ
ラ
ジ
ル
人

居
住
都
市
・
浜
松
市
で
医

療
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
面

か
ら
生
活
を
調
査
す
る
た
め

に
最
初
に
訪
れ
た
山
口
ハ
ー

ト
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
院

長
が
「
医
療
の
手
が
届
か
な

い
外
国
人
の
た
め
に
」
と
設

立
。
土
日
も
開
業
し
、
ス
ペ

イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通

訳
が
常
駐
す
る
な
ど
、
外
国

人
患
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
に

は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
人
学
校
で
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
感
染
症
に
つ
い
て

の
講
演
を
行
っ
た
他
、
児
童

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
調
査
を

実
施
。「
言
語
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
壁
」
は
厚
く
、

将
来
日
本
で
暮
ら
し
た
い
児

童
は
４
割
弱
と
い
う
結
果

に
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
彼
ら
の
大
き
な
力
を
生

か
す
た
め
に
歩
み
寄
り
は
欠

か
せ
な
い
。

　

対
馬
市
は
面
積
７
０
８
キ

ロ
平
米
の
大
型
離
島
で
、
長

年
独
自
の
離
島
医
療
政
策
が

実
施
さ
れ
て
き
た
。
実
習
先

の
僻
地
拠
点
病
院
・
対
馬
病

院
は
南
北
に
散
在
す
る
僻
地

診
療
所
へ
の
医
師
派
遣
を
す

る
事
で
、
島
全
体
の
健
康
を

網
羅
し
て
い
た
。
非
専
門
医

師
で
も
褥
瘡
処
置
、
認
知
症

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
小
児
診

察
を
す
る
な
ど
、
総
合
的
に

診
る
医
師
の
姿
に
は
驚
か
さ

れ
た
。
人
材
や
機
器
等
の
医

療
資
源
を
適
正
に
配
分
し
医

療
の
全
体
像
を
変
え
る
仕
組

み
の
力
を
実
感
し
た
。

　

粟
国
島
は
人
口
７
０
０
人

弱
の
離
島
で
、
医
療
者
と
患

者
と
の
距
離
が
限
り
な
く
近

い
場
所
。
島
民
を
診
る
医
師

は
た
っ
た
一
人
で
あ
り
、
24

時
間
限
ら
れ
た
検
査
で
正
確

な
診
療
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
資
源
が
限

ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

「
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
」

事
の
大
切
さ
を
理
解
で
き

た
。
独
特
の
死
生
観
が
巡
る

島
内
で
は
、
搬
送
さ
れ
る

か
、
島
で
死
を
迎
え
る
か
は

極
め
て
重
要
な
選
択
。
生
死

の
狭
間
に
い
る
患
者
の
治
療

方
針
を
考
え
る
時
、
深
く
患

者
の
価
値
観
を
理
解
し
、
最

適
な
医
療
を
提
供
す
る
事
が

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

る
と
痛
感
で
き
た
事
、
将
来

医
師
に
な
る
も
の
と
し
て
大

切
な
宝
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ら
ゆ
る
活

動
が
停
止
さ
れ
る
中
、
Ｉ
Ｍ

Ａ
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
ら

れ
た
の
は
偏
に
全
て
の
関
係

者
か
ら
の
ご
理
解
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。
活
動
で
の

経
験
の
全
て
を
糧
と
し
、
人

を
想
う
心
を
忘
れ
な
い
医
師

と
な
り
た
い
。

（
吉
岡
佑
士
郎

�

１
０
１
回
）

　

第
６
号
議
案
で
あ
る
三
四

会
入
会
希
望
者
2
名
に
つ
い

て
武
田
純
三
会
長
（
52
回
）

よ
り
提
案
さ
れ
た
。
2
名
の

履
歴
、
推
薦
状
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
理
事
会

で
は
す
で
に
検
討
さ
れ
承
認

さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ

た
。

　

第
６
号
議
案
に
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
質
疑
は
な

く
、
2
名
の
入
会
が
承
認
さ

れ
た
。

　

審
議
終
了
後
、
金
井
隆
典

医
学
部
長
（
67
回
）
よ
り
、

医
学
部
の
現
況
と
今
後
の
構

想
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
昨
年
、
医
学
部
出
身
の

常
任
理
事
が
3
名
と
な
っ
た

が
、
医
学
部
を
大
き
く
発
展

さ
せ
る
良
い
機
会
で
あ
る
と

捉
え
、
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
の
蔓
延
下
で
、
研
究
活

動
が
抑
制
さ
れ
て
い
た
が
、

今
年
は
以
前
の
レ
ベ
ル
に
戻

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
優

秀
な
学
生
を
集
め
る
た
め
に

も
、
学
納
金
の
引
き
下
げ
を

実
現
し
、
教
育
内
容
も
更
に

充
実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
計

画
中
の
健
診
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
予
防
医
療
に
も
注
力

し
た
い
。
慶
應
義
塾
医
学
部

が
世
界
を
先
導
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
懸
命
に
努
力
す

る
の
で
。
三
四
会
員
の
皆
様

に
は
引
き
続
き
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
松
本
守
雄
病
院

長
（
65
回
）
よ
り
病
院
の
現

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
こ
の
５
月
16
日
に
新
病

院
棟
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
、
新
病
院
棟
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
建
設
事
業
に
お
け
る
募

金
額
は
目
標
を
超
え
て
１
０

８
億
円
と
な
っ
た
。
三
四
会

の
皆
様
か
ら
の
支
援
に
心
よ

り
感
謝
し
て
い
る
。
三
四
会

員
の
い
る
医
療
施
設
と
の
医

療
連
携
を
更
に
進
め
る
こ

と
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
と

し
て
の
活
動
を
一
層
充
実
さ

せ
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
抱

負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
三
四
会
奨
励
賞

の
選
考
過
程
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
８
人
の
受
賞
者
に

対
し
て
表
彰
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。

　

星
野
健
副
議
長
（
63
回
）

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
の
後
、

評
議
員
会
は
閉
会
と
な
っ

た
。

　

３
年
続
け
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
だ
っ
た
が
、
皆
様
の
ご
協

力
で
無
事
評
議
員
会
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
来
年
は
一

同
に
会
し
て
開
催
で
き
る
よ

う
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。

（
評
議
員
会
議
長

�

長
倉
和
彦　

55
回
）

Ｉ
Ｍ
Ａ
第
44
次
派
遣
団

─
コ
ロ
ナ
禍
で
の
38
日
間
の
活
動
記
録
─

反
応
性
と
副
反
応
お
よ
び
ワ

ク
チ
ン
間
の
相
違
に
つ
い
て

も
ご
解
説
頂
き
ま
し
た
。

　

閉
会
で
は
共
催
頂
い
た
中

外
製
薬
株
式
会
社
の
奥
田
修

代
表
取
締
役
か
ら
、
日
本
の

医
薬
品
開
発
に
対
す
る
情
熱

と
と
り
わ
け
免
疫
疾
患
領
域

へ
の
展
開
を
、
ま
た
北
川
雄

光
常
任
理
事
か
ら
、
非
常
に

急
速
な
進
歩
を
遂
げ
る
免
疫

疾
患
治
療
へ
の
期
待
を
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
免
疫

異
常
が
も
た
ら
す
、
か
つ
て

不
治
の
病
と
呼
ば
れ
た
自
己

免
疫
・
炎
症
疾
患
に
つ
い
て

歴
史
か
ら
最
近
の
驚
く
べ
き

進
歩
に
つ
い
て
最
先
端
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

講
演
賜
り
ま
し
た
３
名
の
先

生
方
、
本
学
関
係
者
の
皆

様
、
共
催
頂
き
ま
し
た
中
外

製
薬
株
式
会
社
、
ご
視
聴
頂

き
ま
し
た
先
生
方
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

鈴木勝也准教授

川上純教授

近藤泰助教

金子祐子教授

左から酒井、吉岡、山岸先生、佐藤

長崎県対馬市での訪問診療の様子


